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Chris Petrie氏
「当社の業務は、弁護士一人ひとりが必要
なファイルや書類を必要時にすぐに引き
出せるという環境のもと、成り立ってい
ます。当社においてはネットワークの信頼性、
そして低遅延が極めて重要です。NTT Com
は、イギリス国内にとどまらず、グローバル
レベルでそれを実現してくれました。全社員
が、感謝しています」

企業情報

社名　スティーヴンソン・ハーウッド LLP
事業概要　全世界で弁護士120人、700人
の職員が所属する総合国際法律事務所。
顧客は複数業界にまたがり、上場企業、
非公開企業、研究組織や個人も含まれる。
URL　http://www.shlegal.com/home

効果

課題

対策

・スティーヴンソン・ハーウッド各拠点の弁護士が
　書類を共有できる、信頼性・安全性の高いシステム

・セキュアで安定した業務サービスをグローバル展開するための、
　信頼性の高いネットワーク

・複雑かつ大規模なプロジェクトにおいても、
　グローバルに点在する弁護士間で効率的な共同作業を実現

課題
弁護士間で書類をグローバルで共有できる
セキュアで安定したシステム

　グローバル事業拡大に向けてスティーヴンソン・ハーウッドでは、新規市場でグローバル

サービスを提供し続けるために、拠点を超えた共同作業の効率化が求められていた。そのため

には、同社の全拠点間を迅速につなぐ信頼性の高いグローバル・データ・ネットワークが

必要とされた。

　スティーヴンソン・ハーウッドがネットワーク事業者に出した要件はこれまで同社と

同規模の企業と取引をした実績があり、ヨーロッパとアジアをまたがる低遅延ネットワーク

を提供できるだけの、グローバル規模のインフラを備えた事業者であるというものであった。

　グローバル企業であるスティーヴンソン・ハーウッドでは、自社のネットワークの将来に

いくつかの懸念があった。世界中に拠点が点在しているため、ネットワーク事業者は、まず

全インフラの導入と管理、新規拠点への接続、さらに通常のオフィス IT・サポートシステ

ムのアップグレード、このすべてを一元的にアウトソースしたいと考えていた。
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お問い合わせ先

法人のお客さまお問い合わせ窓口 ［法人コンタクトセンター］

ホームページ www.ntt.com/business
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導入事例

　NTT ComがマネージするArcsatr Universal Oneネットワーク

は、2010年に導入された。NTT Comはそのグローバル規模、実績、

そしてアジアへの強力なネットワークを活かし、スティーヴンソン・

ハーウッドに全グローバル・ネットワークを提供することで拠点間

の統合を実現させた。

　ネットワークは、ヨーロッパからロシアのステップ草原を経由し、

アジアまで拡張している。スティーヴンソン・ハーウッドにとって、

この陸路ネットワークには２つの利点があった。まず、NTT Comが

スティーヴンソン・ハーウッドのネットワークを全面提供することで、

窓口が一元化され、問題が生じた場合は、NTT Comのみとやりとり

するという安心感だ。次に、イギリスからアジアまで低遅延ネット

ワークが一直線の陸路で構築されるため、距離が短く、結果的に大西洋

を海底ケーブルでつなぐよりも遅延が減少したことである。

対策
NTT ComのArcstar Universal One
イギリス本社とアジアをつなぐ

　加えて、陸路のネットワークにより、スティーヴンソン・ハーウッド

が目標としていたグローバル拠点間のコラボレーションを加速する

IT基盤も実現された。IＰステアリング・システムにアクセスする

ことで、弁護士たちは拠点が離れていても、自動検知される最低遅延、

高効率なネットワーク経路で自国のオフィスとつながることができる

ようになった。

　NTT Comはこのほか、スティーヴンソン・ハーウッドの各拠点に、

規模に応じた社内ネットワークを構築。これにより、Arcstar Universal 

Oneへの接続に問題が生じても、スティーヴンソン・ハーウッドでは

独立性を維持でき、ネットワーク障害による業務の支障を軽減できる

ようになった。

　NTT Comが提供したグローバル・ネットワークによりスティー

ヴンソン・ハーウッドは、ヨーロッパとアジアにある７拠点どこから

でも、複雑で大掛かりなプロジェクトの共同作業に、容易に、効率的

に取り組むことができる。

スティーヴンソン・ハーウッドの全社員は、どの拠点にいたとして

も、これまでよりも早く書類にアクセスでき、本来業務に集中できる

ようになった。　ネットワークの統合によって、スティーヴンソン・

ハーウッドは、世界中のお客さまの要望に迅速に、最高の業務サービス

を提供し、また、簡単な操作でビデオ通話や電話会議を設定、実施

することが可能となった。

効果
世界中の社員と
効率性の高い共同作業を実現

　海底ケーブルの場合、物理的な問題が生じれば復旧に時間がかかる

ため、障害が起きた際は最短時間で復旧可能な陸路を経由する必要

があった。同じく、低遅延も、ネットワークを構築する際の条件と

なった。

　ネットワーク事業者には、ネットワークの可用性と管理能力をもつ

ことで、スティーヴンソン・ハーウッドから最小限の情報提供で、

あらゆる技術的問題に迅速かつ効率的に解決する事が求められた。


